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府中市市民協働・共創促進事業評価制度実施基準 

 

（目的） 

第１ 第７次府中市総合計画に基づき、市民参加と協働によるまちづくりを進めるため、市

民協働・共創促進事業評価の実施に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

（評価対象） 

第２ 行政課題の解決や社会的な目的の実現に向けて、市民が自ら企画・提案し、市と協働・

共創で実施する市民協働・共創促進事業について、実施後の効果や成果等を府中市市民協

働推進会議（以下、「推進会議」という。）に報告し、評価を行う。 

（市民協働・共創促進事業の評価方法） 

第３ 市民協働・共創促進事業評価の方法は次のとおりとする。 

(1)  自己評価 

   本事業の当事者は、別に定める報告書を用い、本事業の成果等について振り返りを行

い、協働共創推進課に提出するものとする。 

 (2) 相互評価 

ア 本事業の当事者は、それぞれ行った自己評価を持ち寄り、評価が異なる項目の原因

分析や改善点、課題の抽出等について意見交換を行ったうえで、別に定める相互評価

用のチェックシートを用い、事業を振り返り、評価を行うものとする。 

イ 実施時期として、本事業の当事者同士が、効果的かつ効率的に本事業を振り返るこ

とができる時期に行う必要があることから、原則として本事業の終了時に行うものと

する。 

なお、自己評価同様、長期にわたる場合については、必要に応じて、効果的な時期

に行うものとする。 

ウ 本事業を実施した課においては、相互評価用のチェックシートを、協働共創推進課

に提出するものとする。 

(２) 第三者評価 

ア 推進会議が、本事業に対する信頼性と市民の参加意欲の向上を図るとともに、より

客観的に課題を把握し、検証結果を今後の取組に生かすため、評価を行うものとする。 

イ 第三者評価を実施するに当たり、より一層、協働に係る市職員の意識の高揚を図る

とともに、各事業について、事業の目的や内容を正しく理解しながら、府中市市民協

働の推進に関する条例に基づく基本原則を適切に取り入れているか等を踏まえて評

価・検証を行う必要があることから、本事業の当事者と推進会議の委員による意見交

換会を実施した後、推進会議において評価を行うものとする。 

ウ 推進会議は、別表１に掲げる評価基準に基づき、評価を実施するものとする。 

エ 実施時期として、第三者評価の結果が可能な限り次年度の予算に反映できるよう、

ＰＤＣＡサイクルの観点から、事業終了後の翌年度に実施するものとする。 

 

 

変更案 
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（その他） 

第４ この基準に定めるもののほか必要な事項については、別に定めるものとする。 

   付 則 

 この基準は令和７年○月○日から施行する。 
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別表１（第３） 

区分 評価項目 評価の視点 

事業 

公益性・成果 特定の人の利益ではなく、不特定多数の市民の利益

又は社会全体の利益に寄与する事業であったか。 

事業を協働・共創することにより、具体的な成果が

得られたか。 

協働における斬新性 新たな社会課題とその解決のために、協働におけ

る新しい視点と解決方法における新しい方法が見

つけられたか。 

協
働
の
視
点
に
つ
い
て 

目的共有の原則 

（協働の理解） 

地域課題の解決や社会的な目的の実現に向け、公益

的な価値を相乗的に生み出すために協働すること

を共有できているか。 

（どのような課題を双方が感じ、事業が開始された

か、どのような経緯で、協働で取り組む事になった

のかの認識があるか。） 

目的共有の原則 

（事業の進め方の共有） 

事業の進め方や課題について共有し、解決方法な

ど、情報共有をしながら、共通認識をもって取り組

めているか。 

対等の原則 

（役割分担） 

役割分担はどうか。 

（役割分担の変遷などはあるか。片方に過度な負担

がないか。） 

相互理解の原則 対話を通じ、十分なコミュニケーションを図り、信

頼関係を築いているか 

自主性尊重・自立化の原

則 

お互いを尊重し、互いの特性や強みを生かし合うこ

とができたか。 

協働の成果 協働することで相乗効果、成果はあったか。課題解

決のために市が関わることがふさわしい事業であ

ったか。 

 評価結果 S・・・非常に優れている A・・・優れている  

B・・・劣る C・・・非常に劣る 

      


